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5日（月）、12日（月）、19日（月）、 
22日（木）、26日（月） 

3月の 
休園日 

甲賀市内にすむ 
絶滅が心配される動植物や 
それらを育む大切な 
自然についての連載です 

早春の木の花 
コウヤミズキ 

　コウヤミズキは、3月下旬から黄色の花が
咲く、マンサク科の低木です。山地の林の縁
や川の流れに沿って、タムシバやムシカリの
白い花とともに、芽吹き前の褐色の木々の間
を黄色に彩ります。小さな花が房のように集
まり、垂れ下がって咲いています。 
　本州の中部地方以西と四国、九州の岩地に点々
と生育する場所があるだけで、滋賀県でも、
甲賀市の信楽から大津市田上の花崗岩地帯の
限られた場所にしか生えていません。特定の
地域にしか生えないことから、「大切にしたい
滋賀の野生生物」（2005）では分布上重要種と
して掲載されています。 
　同じ仲間にトサミズキがあり、庭木として
親しまれていますが、その名から分かるように、
高知県の蛇紋岩地のみに生育している植物です。
近年の開発や採取により、自生地が減り続け
ているため、環境省では絶滅のおそれのある
植物としてとりあげています。 
　甲賀市のコウヤミズキも、その生育環境を
保全し、次の世代へ野生の姿を引き継ぎたい
ものです。 
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